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m2

埋戻し 0.9 m2

5.7 m2

m2

1.5 m2

上 下

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 10.7 m2

m2

埋戻し 1.8 m2 BM.2

1
9
.
3
9

EL= 1028.43m

断　面　図

0.9

6.6 9.4

1:0
.30

1
:0.
3

1:
0.3

7

9.9 5.0

3
.
0
0

礫質土

軟岩ⅠB

0.8

c=7.0

1.3

a=1.3

1.8

0.4

3.71.31.00.5

0.4

1.4 1.3 0.50.5
0.200.20

2.00

埋戻し

埋戻し

土砂掘削

礫質土

岩掘削

b=3.7

軟岩ⅠB

軟岩ⅠB

軟岩ⅠB

軟岩ⅠB

礫質土

礫質土

礫質土



10.0ｍ2.0ｍ 4.0ｍ 6.0ｍ 8.0ｍ

1：100

0.0ｍ

図面名

年　度 令和　　8　　年度

製図者

縮尺

工事名

図面番号

設計者

施行地

No.関東森林管理局 吾妻森林管理署

字入山国有林147た林小班
群馬県吾妻郡中之条町大字入山

No.5土留工(カゴ枠)　構造図

1:100

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

R1

ＬＣ

正　面　図

ＬＣ

平　面　図

ＬＣ

ＬＣ

側　面　図

J5-18

1:
0
.3

1:0
.3

(34°
)

(割栗石150～200mm)

(現地発生土)

(割栗石150～200mm)

(現地発生土)

BM.2

3
8
.
4
6

EL= 1028.43m

EL= 1066.89m

EL= 1064.89m

L
=
7
7
.
1
1

BM.2　EL= 1028.43
設計条件

Ｈ = 2.00m

β = 34°

ｆ = 0.6

ｎ = 1:0.30

Φ = 35°

ｂ = 0.80m

カゴ枠 K08 数　量 面　積(m2)

土砂詰め

石詰め

2.0m

1.0m

14

1

14.0

 0.5

2.0m

1.0m

2

1

 2.0

 0.5

14.5

 2.5

端部枠

8枚

(カゴ枠 K08)

土砂詰め(現地発生土)

凡　例

石詰め(割栗石150～200mm)

K0
8（
400
）

K0
8（
40
0）

カゴ枠 構造図
K08 S=1:50

長笹川地区復旧治山工事

8

3.00

11.00

8.00

1.00 1.00

3.00

2.00

5.00

1.00

3.00

0.450.80

90
°

0.100.10
0.35 0.45

5.00 1.00

石詰め

土砂詰め

吸出防止材

石詰め

土砂詰め

吸出防止材

内張ネット

2
.
0
0

0.50

0.50

0.50

0.50

79
°
13
'

礫質土

0.15 0.15
0.15

山腹縦断線(測線5)

1
:0.
30

内張ネット

前
面枠

後
面
枠

K0
8 
　
奥
行 
 8
00

L=2000　
（
1000）

1
0
0

5
0
0

枠材　φ9

溶接金網　φ6

中間梁材　φ9

上部梁材　φ13

端部枠

枠材　φ13

枠材　φ13



図面名

図面番号 縮尺

No.5土留工(カゴ枠) 床掘図

1：100

0.0ｍ 10.0ｍ2.0ｍ 4.0ｍ 6.0ｍ 8.0ｍ

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

J5-18

1:
0.
3

1
:0.
3

1
:0
.
3

1:
0.3

1:
0.3

1:
0
.3

1:
0.3

1
:0
.
3

1
:0
.
3

J5-18

R1

R2

R3

R4

L1

L2

ＬＣ

正　面　図

1
:0.
3

1
:0
.
3

2 3 85 6 7 9 1041

2 4 6

7

EL= 1066.89m

EL= 1064.89m

R1

1:
0.3

1:
0
.3

5

1:
0.
3

1:0
.3

1
:0
.
3

8

1:
0
.3

1:0
.3

9

1:
0.
3

1:
0.3

3

1:
0.
3

1
:0
.
31:
0
.3

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 2.8

-

m2

m2

埋戻し 0.7 m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 3.2

-

m2

m2

埋戻し 0.9 m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 2.0

-

m2

m2

埋戻し 0.5 m2 BM.2

3
6
.
4
6

EL= 1028.43m

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 2.4

-

m2

m2

埋戻し 0.4 m2

3.2

-

m2

m2

0.7 m2

上 下

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 2.0

-

m2

m2

埋戻し 0.4 m2

2.8

-

m2

m2

0.7 m2

上 下

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 2.7

-

m2

m2

埋戻し 0.7 m2

2.0

-

m2

m2

0.4 m2

下 上

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 3.1

-

m2

m2

埋戻し 0.6 m2

2.3

-

m2

m2

0.4 m2

下 上

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 3.3

-

m2

m2

埋戻し 0.6 m2

2.5

-

m2

m2

0.6 m2

下 上

1:
0.3
0

断　面　図

9

3.5 8.5

2
.
0
0

礫質土

礫質土

2.0

a=5.0

4.2 0.8 1.0 1.0 1.0

0.5

1.0

0.5

埋戻し

埋戻し

土砂掘削
0.100.10

0.80

礫質土



J5-28

J5-23-1

4S010

4S013

4S014
J5-23-2

J5-24

J5-25

J5-26

J5-27
J5-28

J5-23-2

J5-23-1

2

3

3

J5-23-1

J5-23-1

4SO9

4SO15

J5-22

4SO8

11

2

J5-23-2

4S011

4

5

6

7

8

J5-22

4SO16

9

図面名

図面番号 縮尺 1：200

0.0ｍ 20.0ｍ4.0ｍ 8.0ｍ 12.0ｍ 16.0ｍ

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

(1:2.4)

(1:1.0)

(1:1.0)

(1:1.0)

(1:1.0)

(1:1.3)

(1:1.2)

(1:1.0)

(1:1.0)

(1:1.5)

(1:1.0)

(1:1.4)

(1:1.3)

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 4.3

-

m2

m2

のり切工・斜面安定工　数量計算図

J5-27

J5-26=4S012

4S017

4S016

4S015

4S014

4S0134S011

4S010

4S09

4S07

J5-25

J5-24

J5-23

J5-22

J5-21

J5-20

J5-23-1

J5-23-2

4

5

6

7

8

9

5
.
46.
5

3
.
63 .

8

4
.
74.
8

5.7 5
.4

5.8

4.3

5
.15.0

3
.
0 3.3

3
.
6

3
.
6

8
.
1

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 10.3

-

m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土)

34.6

- m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 6.4

-

m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 22.1

-

m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 13.9

-

m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土)

13.3

- m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 5.0

-

m2

m2

岩掘削(軟岩ⅠB)

土砂掘削(礫質土) 4.1

-

m2

m2

のり切工

設置延長 19.0 m 

斜面安定工

設置延長 17.7 m 

設置延長 14.5 m 

設置延長 12.9 m 

設置延長 18.9 m 

設置延長 18.1 m 

設置延長 11.5 m 

設置延長 10.4 m 

設置延長 10.8 m 

のり切工

のり切工

のり切工

のり切工

のり切工

のり切工

のり切工

のり切工

のり切工・斜面安定工　平面図 のり切工・斜面安定工　断面図

10

4S08

斜面安定工

斜面安定工

斜面安定工

斜面安定工

斜面安定工

斜面安定工

斜面安定工

斜面安定工

(推定)

(推定)

10

(1.2)

(3.0)

(4.6)

(3.2)

2.0

(6.8)

11.4 7.9

6.2

13.3

(6.0)

6.0 12.8

(6.8)

(4.1) (7.6)

11.7

(7.7)

1.0 13.0

(1.1)

4.3

9.9

(3.2)

(6.7)

(5.3)

1.4

山腹縦断測線(測線5)

軟岩ⅠB

(
5
.
0
)

(
6
.
3
)

(
5
.
0
)

(
3
.
2
)

(
4
.
0
)

(
3
.
0
)

(
4
.
0
)

(
6
.
8
)

SL=17.7

SL=14.5

SL=18.1

SL=18.9

SL=10.4

SL=11.5

SL=10.8

SL=12.9SL=19.0

のり切工

巨石④

巨石⑤

6.0

斜
面
安
定
工
(特
殊
金
網
併
用
ロ
ー
プ
伏
工
)

軟岩ⅠB

軟岩ⅠB

軟岩ⅠB

礫質土

礫質土



品      名

縦ロープ

横ロープ

365.9m

387.1m

3× 7 G/O 12φ

3× 7 G/O 12φ

十手形ピンアンカー

689本13φ×300

巻付グリップ
43本12φ-800 (E型) 

十字アンカーグリップ 140個50×95

Vク リップ (大 ) 13個4.0t×109

結合コイル 1270個3.2φ×50×300

厚ネット 811.2m
3 .2φ ×42× 30

　　(Z-GS3)
2

土砂部用スウィングアンカー25A 11本
114.3φ×4.5-1350

土砂部用スウィングアンカー25B 16本

十字グリップ 29個50×95

仕      様 数 量 記 号

J J J J J

岩部用TS Kセ メン トア ンカー A

岩部 用TS Kセ メン トア ンカー B

D22(M20)×1000

D22(M20)×1500

D22(M20)×1000

D22(M20)×1500

310φ×430

114.3φ×4.5-1350

310φ×430

13φ×500

13φ×700

12φ-975 (R型)

32本

11本

78本

62本

918本

689本

11本

特殊金網併用ロープ伏工　展開図
マイティ―ネット工 2×2-30×3.2型　相当品

図面番号 1:200

図面名

縮尺

特殊金網併用ロープ伏工　展開図

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

624.0 ㎡架設面積

※１　本図面は概略展開図である。現地詳細測量により、対象岩の状況・サイズ、
施工範囲、アンカー種類等を確認し、再検討により工法・仕様を再度決定されたい。

数量表(2×2-30×3.2型)
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Ｆ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｃ

Ｂ

名　称

３．２φ×４２×３０  Ｚ－ＧＳ

Ｄ２２（Ｍ２０）×１０００

Ｄ２２（Ｍ２０）×１５００

Ｄ２２（Ｍ２０）×１０００

Ｄ２２（Ｍ２０）×１５００

十手型ピンアンカー

１３φ×３００

１３φ×５００

３．２φ×５０×３００

十字アンカーグリップ １２φ用　５０×９５

１２φ用　５０×９５

結合コイル

主(縦・横)ロープ

１２φ用－８００

厚ネット

３×７  Ｇ/Ｏ  １２φ

１２φ用－９７５

巻付グリップ（Ｅ型）

：端末用

巻付グリップ（Ｒ型）

：パイプ用

岩部用

ＴＳＫセメントアンカーＡ

岩部用

ＴＳＫセメントアンカーＢ

　部 品 明 細 表　

※　表記なき部材は全て亜鉛めっき仕様とする。

１１４．３φ×４．５－１３５０

３１０φ×４３０

土砂部用

スウィングアンカー25Ａ

１１４．３φ×４．５－１３５０

３１０φ×４３０

土砂部用

スウィングアンカー25B

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

縦ロープ

横ロープ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

横ロープ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

縦ロープ

３．２φ×４２×３０

厚ネット

十手形ピンアンカー

５０×９５

十字グリップ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

縦ロープ

横ロープ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

サブアンカー

土砂部用メインアンカー
スウィングアンカーＢ

１１４．３φ×４．５－１３５０

十字グリップ

Vクリップ

　Ｆ部詳細図　

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

Ｖクリップ

Ｄ２２（Ｍ２０）×１０００

横ロープ

ＴＳＫセメント（１５００）

ＴＳＫセメントアンカーＡ
岩部用

１２φ用－８００

巻付グリップ

Ｅ型（ＴＳＫセメントアンカーＡ用）

十手形ピンアンカー

１３φ×５００
１３φ×３００

サブアンカー

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

縦ロープ

３．２φ×４２×３０

厚ネット

５０×９５ Ｍ１６×４５

十字グリップ 締付ボルト

岩部用ＴＳＫセメントアンカーＢ

Ｄ２２（Ｍ２０）×１０００

ＴＳＫセメント

岩部用メインアンカー

（１５００）

５０×９５

十字アンカーグリップ

ＴＳＫセメント

岩部用
ＴＳＫセメントアンカーＢ

Ｄ２２（Ｍ２０）×１０００
（１５００）

仕　様・寸　法　(mm) 記号

　Ｅ部詳細図　 　Ｄ部詳細図　

（大）　４．０t×１０９

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

縦ロープ

横ロープ

１１４．３φ×４．５－１３５０

土砂部用メインアンカー
スウィングアンカーＢ

十字グリップ

１３φ×７００

１３φ×７００

１３φ×５００
１３φ×３００

１３φ×７００

特殊金網併用ロープ伏工　標準構造図・部材詳細図(1/2)
マイティ―ネット 2×2-30×3.2型　相当品

図面番号 図示

図面名

縮尺

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

S=1/6　（Ｃ部）

　十字グリップ　十字アンカーグリップ
S=1/6　（Ｄ部）

スウィングアンカー詳細図
S=1/10　（Ｅ部）

注1：十字グリップ及び
十字アンカーグリップの締結力

（ワイヤロープの許容荷重以上）

締結力＝２４ＫＮ

十字アンカーグリップの適用箇所
注2：十字グリップ及び

十字アンカーグリップ：岩部用Ｂｱﾝｶー 部              

十字グリップ：最上段横ﾛー ﾌ゚ ・縦主ﾛー ﾌ゚ 交点部及び土砂部用Ｂｱﾝｶー 部

S=1/200

　標準構造展開図　
S=1/20 S=1/20 S=1/20

標準構造図・部材詳細図(1/2)
特殊金網併用ロープ伏工
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㎡当り２本厚ネット

厚ネットジョイント(Ｊ)

結合コイル使用数量

横ロープ

縦ロープ

ｍ当り２個

ｍ当り２個

ｍ当り１個

十手形ピンアンカー使用数量

横ロープ

縦ロープ

ｍ当り１本

ｍ当り１本

　厚ネット　
S=1/4 3.2φ×42×30

　十手形ピンアンカー　
S=1/10

サブアンカー

　結合コイル　
S=1/10

　巻付グリップ　
S=1/10

ワイヤロープ

※　表記なき部材は全て亜鉛めっき仕様とする。

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

9
00
　
(1
40
0
)

10
00
　
(1
50
0
)

岩部用ＴＳＫセメントアンカーＡ

Ｄ２２（Ｍ２０）×１０００

ＴＳＫセメント

（１５００）

ワイヤロープ

　岩部用ＴＳＫセメントアンカーＡ　
S=1/10　（Ａ部）

巻付グリップ

１２φ用－８００

S=1/20　（Ｂ部）

  スウィングアンカー２５Ａ  
土砂部用

  スウィングアンカー２５Ｂ  
S=1/20　（Ｅ部）

土砂部用

キャップ（Ａ）

114.3φ×4.5－1350

キャップ（Ｂ）

114.3φ×4.5－1350

縦ロープ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

横ロープ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

１２φ用－９７５

巻付グリップ

３×７　Ｇ／Ｏ　１２φ

縦・横ロープ

図面番号 図示

図面名

縮尺

特殊金網併用ロープ伏工　標準構造図・部材詳細図(2/2)
マイティ―ネット 2×2-30×3.2型　相当品

 Ｖクリップ（大）
S=1/4

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

標準構造図・部材詳細図(2/2)
特殊金網併用ロープ伏工

寸 法

12φ用

12φ用

巻付グリップ(Ｒ型(スウィングアンカー２５Ａ))

巻付グリップ(Ｅ型(ＴＳＫセメントアンカーＡ))

区 別

寸　法　表
ＣＡ呼称寸法

12φ用－975

12φ用－800

975 120

800 40

3.2φ×50×300

70013

dΦ(mm)

13

13

500

300

L(mm)

13

30

3.2φ

42
30°

dφ

9φ

L
30
20

300

3.2
φ

5
0

A

C

Ｍ１２

109

4
.0

5
0

1
30
0

ア
ン
カ
ー
長
　
13
50

4
30

2
80

43
0

1
30
0

ア
ン
カ
ー
長
　
1
35
0

φ310

50

十字グリップ

280

φ310

28
0

280

スウィング
スウィング



ロープ掛工(巨石④・⑤)　構造図

※　本設計は概略設計である。現地詳細測量後により、対象岩の状況・サイズ、

     設置範囲、アンカー種類等を確認し、再検討により工法、仕様を再度決定されたい。

巨石④

□-縦2.4m×横2.0m×厚さ1.5m □-縦2.5m×横2.0m×厚さ2.0m

巨石⑤

図面番号 1:100

図面名

縮尺

ロープ掛工(巨石④・⑤)　構造図

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

縦ロープ

横ロープ

3×7 G/O 16φ

3×7 G/O 16φ

31.2m

72.0m

数量表(φ16)

16φ- 1200 18本

クロスクリップ 4.5t×60×75 18個

ターンバックル 18本

ターンバックル取付金具

岩部用TSKセメントアンカー D22(M20)×1000 14本

14個

25φ(J＆E)

岩部用(小)

巻付グリップ (E型)

A型ロケットアンカー 114.3φ×4.5-1630 4本

土砂部用(大) 4個

金網

結合コイル

3.2φ×50×50 5.76㎡

43個3.2φ×50×300

品      名 仕      様 数 量 記 号

縦ロープ

横ロープ

3×7 G/O 18φ

3×7 G/O 18φ

31.5m

72.0m

数量表(φ18)

18φ- 1350 18本

クロスクリップ 4.5 t×60×75 18個

ターンバックル 18本

ターンバックル取付金具

岩部用TSKセメントアンカー D32(M30)×1100 14本

14個

25φ(J＆E)

岩部用(小)

巻付グリップ (E型)

A型ロケットアンカー 4本114.3φ×4.5-1630

土砂部用(大) 4個

金網

結合コイル

3.2φ×50×50 6.0㎡

44個3. 2φ×50×300

品      名 仕      様 数 量 記 号

14

対象岩 対象岩

1
0
4
0
0

12000

1
0
5
0
0

12000

2
0
0
0

2
4
0
0

6
0
0
0

6000 2000 4000

2
0
0
0

2
5
0
0

6
0
0
0

6000 2000 4000



　材 料 明 細 表　

クロスクリップ

S=1/10

巻付グリップ

寸 法 表

3×7 G/O 16φ

S=1/4

パイプ式ターンバックル (J&E)　25φ

(大) 4.5t×60×75

W 3/8

3×7 G/O 18φ

3×7 G/O 18φ

A

3×7 G/O 16φ

3×7 G/O 16φ

岩部用アンカーの場合は (小)
土砂部用アンカーの場合は (大)

3×7 G/O 16φ

3×7 G/O 16φ

個
本パイプ式ターンバックル (J&E)

(小 )  岩部用
ターンバックル取付金具

主ロープ

(mm) 記号単位仕　様・寸　法

本
本

m
m

個

名　　称

横
巻付グリップ (E型)

縦

岩部用TSKセメントアンカー

土砂部用A型ロケットアンカー
2PL-6×300×600

114.3φ×4.5t-1630
本

(大) 土砂部用 個

16φ用 -1200

25φ×350

D22( M20)× 1 000

個クロスクリップ (大 ) 4.5t× 60× 75

16φ用 - 1200巻付グリップ (E型)

名　 称 L

1200

S=1/10

S=1/10

ターンバックル取付金具
(大) 土砂部用

ターンバックル取付金具
(小) 岩部用

114.3φ×4.5-1630

S=1/40

土砂部用
A型ロケットアンカー

結合コイル 3.2 φ× 50× 3 00

金網 3.2φ×50×50 ㎡
個

結合コイル使用数量

主ロープ ｍ当り２個

3.2
φ

S=1/10
結合コイル　3.2φ

A部詳細

25φ

3×7 G/O 16φ

D22(M20)×1000

TSKセメントアンカー
岩部用

D22(M20)×1000

S=1/20

ロープ掛工(金網併用)　標準構造図・部材詳細図
3×7 G/O φ16　巨石④

図面番号 図示

図面名

縮尺

標準構造図・部材詳細図(1/2)

( 長笹川地区:4号崩壊地 )
ロープ掛工(金網併用)

　展開図　
S=1/200

　構造図　
S=1/10

15

60

7
5

350

L ワイヤロープ

25
φ

4.5

Uボルト

縦ロープ

横ロープ

縦
ロ
ー
プ
長
　
L
1 
( 
m 
)

対象岩塊

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ

アンカー

パイプ式ターンバックル (J&E)

巻付グリップ (E型)

ターンバックル取付金具

160 

1
8

72 27
4
4

220

44
9.
0

12
0φ

300

50

15
0

2PL-6×300×600

ボルト

キャップ

114.3φ×4.5

4
00

15
00

13
0

16
30

20
0

6
00

横ロープ長　L2 ( m )

金網

300

5
0

結合コイル

ターンバックル取付金具 (小) 

巻付グリップ (E型)パイプ式ターンバックル (J&E)

TSKセメント

1
00

9
00

10
00

ワイヤロープ

岩部用TSKセメントアンカー

1000



A部詳細

　材 料 明 細 表　

25φ

クロスクリップ TSKセメントアンカー
岩部用

S=1/20

S=1/10

巻付グリップ

寸 法 表

3×7 G/O 18φ

S=1/4

パイプ式ターンバックル (J&E)　25φ

(大) 4.5t×60×75

W 3/8

3×7 G/O 18φ

3×7 G/O 18φ

A

3×7 G/O 18φ

D32(M30)×1100

3×7 G/O 18φ

3×7 G/O 18φ

岩部用アンカーの場合は (小)
土砂部用アンカーの場合は (大)

3×7 G/O 18φ

3×7 G/O 18φ

個
本パイプ式ターンバックル (J&E)

(小 )  岩部用
ターンバックル取付金具

主ロープ

(mm) 記号単位仕　様・寸　法

本

本

m
m

個

名　　称

横
巻付グリップ (E型)

縦

岩部用TSKセメントアンカー

土砂部用A型ロケットアンカー
2PL-6×300×600

114.3φ×4.5t-1630
本

(大) 土砂部用 個

18φ用 -1350

25φ×350

個クロスクリップ (大 ) 4.5t× 60× 75

18φ用 - 1350巻付グリップ (E型)

名　 称 L

1350

S=1/10

S=1/10

ターンバックル取付金具
(大) 土砂部用

ターンバックル取付金具
(小) 岩部用

114.3φ×4.5-1630

S=1/40

土砂部用
A型ロケットアンカー

結合コイル 3.2 φ× 50× 3 00

金網 3.2φ×50×50 ㎡
個

結合コイル使用数量

主ロープ ｍ当り２個

3.2
φ

S=1/10
結合コイル　3.2φ

D32(M30)×1100

D32( M30)× 1 100

ロープ掛工(金網併用)　標準構造図・部材詳細図
3×7 G/O φ18　巨石⑤

図面番号 図示

図面名

縮尺

標準構造図・部材詳細図(2/2)

( 長笹川地区:4号崩壊地 )

　構造図　
S=1/10　展開図　

S=1/200

ロープ掛工(金網併用)

16

ターンバックル取付金具 (小) 

巻付グリップ (E型)パイプ式ターンバックル (J&E)

TSKセメント
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)

対象岩塊

ワイヤロープ

岩部用TSKセメントアンカー

縦ロープ

横ロープ

クロスクリップ

アンカー

パイプ式ターンバックル (J&E)

巻付グリップ (E型)

ターンバックル取付金具

160 

1
8

72 27
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